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・健康な生活
と疾病の予防
・健康と環境

1.感染症の広が
り方
2.感染症の予防
3.環境への適応
能力
4.活動に適する
環境
5.飲料水の衛生
的管理
6.室内の空気の
衛生的管理
7.生活に伴う廃
棄物の衛生的管
理

知

①感染症は，病原体が主な要因と
なって発生すること。また，感染症
の多くは，発生源をなくすこと，感
染経路を遮断すること，主体の抵
抗力を高めることによって予防で
きることについて，理解している。
②身体には，環境の変化に対応し
た調節機能があり，一定の範囲内
で環境の変化に適応する能力があ
ること，また，体温を一定に保つ身
体の適応能力には限界があるこ
と，その限界を超えると健康に重大
な影響が見られることから，気象情
報の適切な利用が有効であること
について，理解している。
③温度，湿度，気流の温熱条件に
は，人間が活動しやすい至適範囲
があること，温熱条件の至適範囲
は，体温を容易に一定に保つこと
ができる範囲であること，明るさに
ついては，視作業を行う際には，物
がよく見え，目が疲労しにくい至適
範囲があること，その範囲は，学習
や作業などの種類により異なるこ
とについて，理解している。
④水は，人間の生命の維持や健康
な生活と密接な関わりがあり重要
な役割を果たしていること，飲料水
の水質については一定の基準が設
けられており，水道施設を設けて衛
生的な水を確保していること，飲料
水としての適否は科学的な方法に
よって検査し，管理されていること
について，理解している。
④室内の二酸化炭素は，人体の呼
吸作用や物質の燃焼により増加す
ること，そのため，室内の空気が汚
れてきているという指標となるこ
と，定期的な換気は室内の二酸化
炭素の濃度を衛生的に管理できる
こと，空気中の一酸化炭素は，主に
物質の不完全燃焼によって発生し，
吸入すると一酸化炭素中毒を容易
に起こし，人体に有害であることに
ついて，理解している。
⑤人間の生活に伴って生じたし尿
やごみなどの廃棄物はその種類に
即して自然環境を汚染しないよう
に衛生的に処理されなければなら
ないことについて，理解している。

①感染症は，病原体が主な要因となっ
て発生すること。また，感染症の多く
は，発生源をなくすこと，感染経路を
遮断すること，主体の抵抗力を高める
ことによって予防できることについ
て，理解したことを言ったり書いたり
している。
②身体には，環境の変化に対応した調
節機能があり，一定の範囲内で環境の
変化に適応する能力があること，ま
た，体温を一定に保つ身体の適応能力
には限界があること，その限界を超え
ると健康に重大な影響が見られること
から，気象情報の適切な利用が有効で
あることについて，理解したことを
言ったり書いたりしている。
③温度，湿度，気流の温熱条件には，
人間が活動しやすい至適範囲があるこ
と，温熱条件の至適範囲は，体温を容
易に一定に保つことができる範囲であ
ること，明るさについては，視作業を
行う際には，物がよく見え，目が疲労し
にくい至適範囲があること，その範囲
は，学習や作業などの種類により異な
ることについて，理解したことを言っ
たり書いたりしている。
④水は，人間の生命の維持や健康な生
活と密接な関わりがあり重要な役割を
果たしていること，飲料水の水質につ
いては一定の基準が設けられており，
水道施設を設けて衛生的な水を確保
していること，飲料水としての適否は
科学的な方法によって検査し，管理さ
れていることについて，理解したこと
を言ったり書いたりしている。
⑤室内の二酸化炭素は，人体の呼吸作
用や物質の燃焼により増加すること，
そのため，室内の空気が汚れてきてい
るという指標となること，定期的な換
気は室内の二酸化炭素の濃度を衛生
的に管理できること，空気中の一酸化
炭素は，主に物質の不完全燃焼によっ
て発生し，吸入すると一酸化炭素中毒
を容易に起こし，人体に有害であるこ
とについて，理解したことを言ったり
書いたりしている。
⑥人間の生活に伴って生じたし尿やご
みなどの廃棄物はその種類に即して
自然環境を汚染しないように衛生的に
処理されなければならないことについ
て，理解したことを言ったり書いたり
している。

知識・技能

思考・判断・表現

主体的に学習に取り組む態度

・定期テス
ト（６月）
・保健ノー
ト



思

①健康と環境に関わる原則や概念
を基に，収集した情報を整理した
り，習得した知識を個人生活と関連
付けたりして，自他の課題を発見し
ている。
②健康と環境について，習得した
知識を自他の生活に適用したり，課
題解決に役立てたりして，疾病等の
リスクを軽減し，健康を保持増進す
る方法を選択している。

①健康と環境に関わる原則や概念を
基に，収集した情報を整理したり，習得
した知識を個人生活と関連付けたりし
て，自他の課題を発見し，課題解決に
取り組み，健康を保持増進する方法を
選択している。
②健康と環境について，習得した知識
を自他の生活に適用したり，課題解決
に役立てたりして，疾病等のリスクを
軽減し，健康を保持増進する方法を選
択し，他者と話し合ったり，ワークシー
トなどに記述したりして，筋道を立て
て伝え合っている。

・定期テス
ト（６月）
・保健ノー
ト
・授業での
見取り

態

①健康と環境について，課題の解
決に向けた学習活動に取り組もう
としている。

①健康と環境について，課題の解決に
向けた学習活動に自主的に取り組もう
としている。

・保健ノー
ト
・授業での
見取り

思

①感染症の予防や健康を守る社会
の取組における事柄や情報などに
ついて，原則や概念を基に整理し
たり，個人生活と関連付けたりし
て，自他の課題を発見するととも
に，習得した知識を活用し，疾病等
にかかるリスクを軽減し健康を保
持増進する方法を選択している。
 ②感染症の予防や健康を守る社会
の取組について，疾病等にかかるリ
スクを軽減し健康を保持増進・回復
する方法を他者と話し合ったり，
ノートなどに記述したりしている。

①感染症の予防や健康を守る社会の
取組における事柄や情報などについ
て，原則や概念を基に整理したり，個
人生活と関連付けたりして，自他の課
題を発見するとともに，習得した知識
を活用し，疾病等にかかるリスクを軽
減し健康を保持増進する方法を選択し
ている。
 ②感染症の予防や健康を守る社会の
取組について，疾病等にかかるリスク
を軽減し健康を保持増進・回復する方
法を考え，選択した理由などを，他者
と話し合ったり，ノートなどに記述した
りして，筋道を立てて伝え合っている。

・定期テス
ト
 （６・１１月）
・保健ノー
ト
・授業での
見取り

態

①感染症の予防及び健康を守る社
会の取組について，課題の解決に
向けた学習に取り組もうとしてい
る。

①感染症の予防及び健康を守る社会
の取組について，課題の解決に向けた
学習に自主的に取り組もうとしてい
る。

・保健ノー
ト
・授業での
見取り

①感染症は，病原体が主な要因となっ
て発生すること。また，感染症の多く
は，発生源をなくすこと，感染経路を
遮断すること，主体の抵抗力を高める
ことによって予防できることについ
て，理解したことを言ったり書いたり
している。
②エイズ及び性感染症の疾病概念や感
染経路について，感染を軽減する効果
的な予防方法を身に付ける必要があ
ることについて，理解したことを言っ
たり書いたりしている。③医薬品には，
主作用と副作用があること，使用回
数，使用時間，使用量などの使用法が
あり，正しく使用する必要があること
について，理解したことを言ったり書
いたりしている。
④健康の保持増進や疾病の予防のた
めには，個人や社会の取組が重要であ
り，保健・医療機関を有効に利用する
ことが必要であることについて，理解
したことを言ったり書いたりしている。

・定期テス
ト
 （６・１１
月）
・保健ノー
ト
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・健康な生活
と疾病の予防

1.性感染症の予
防
2.エイズの予防
3.医薬品の利用
4.保健・医療機
関の利用
5.健康を守る社
会の取り組み
6.保健の学習を
振り返ろう

知

①感染症は，病原体が主な要因と
なって発生すること。また，感染症
の多くは，発生源をなくすこと，感
染経路を遮断すること，主体の抵
抗力を高めることによって予防で
きることについて，理解している。
②エイズ及び性感染症の疾病概念
や感染経路について，感染を軽減
する効果的な予防方法を身に付け
る必要があることについて，理解し
ている。
③医薬品には，主作用と副作用が
あること，使用回数，使用時間，使
用量などの使用法があり，正しく使
用する必要があることについて，理
解している。
④健康の保持増進や疾病の予防の
ためには，個人や社会の取組が重
要であり，保健・医療機関を有効に
利用することが必要であることに
ついて，理解している。

・健康な生活
と疾病の予防
・健康と環境

1.感染症の広が
り方
2.感染症の予防
3.環境への適応
能力
4.活動に適する
環境
5.飲料水の衛生
的管理
6.室内の空気の
衛生的管理
7.生活に伴う廃
棄物の衛生的管
理


